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手の移動方向を 16,32 分割しヒストグラムを作成し，k-Nearest Neighbor，








Selective Search を用いる．Selective Search を用いて候補点として挙げられて
領域に対して，物体認識を行う．認識の方法として，従来の一般物体認識の
手法である Bag of Features と提案手法である深層学習の Deep Convolution 
































論 文 概 要 
iv 
 
評価指標に対して有意差が認められ，持続的注意の評価として有効であるこ
とを示し，リアルタイムに持続的注意の状態を把握できることを示した． 
本研究を通じて，振り返り認知リハビリテーションシステムにおける調理
行動の自動識別と調理中における配分的注意と持続的評価をリアルタイムで
行うことができることを示した．今後の課題として，システムとのコミュニ
ケーション，動作の自動セグメンテーション，対話コメントの生成の自動化，
他の注意機能・遂行機能などの認知機能のリアルタイム評価を行うことで，
振り返り認知リハビリテーションの自動化を目指す． 
